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彙    報

  彙 報(昭 和51年5月 ～   昭和51年6月)

 運営協議員増員

 昭和51年5月16日 付で運営協議員が2名 増

員された。

 石井米雄 京都大学教授(東 南アジア研究

      センター)

 蒲生正男 明治大学教授(政 治経済学部)

 客員研究部門担当教官

 昭和51年度における国立民族学博物館客員

研究部門担当教官は,下 記のとおりである。

            (6月1日 現在)

第1研 究部

 教 授 山田信夫(大 阪大学文学部)

 助教授 守屋 毅(愛 媛大学教養部)

第2研 究部

 教 授 石井米雄(京 都大学東南アジア研

          究センター)

 教 授 中浪千枝(東京大学東洋文化研究

          所)

 助教授 青木 保(大 阪大学人間科学部)

第3研 究部

 助教授 谷  泰(京 都大学人文科学研究

          所)

 助教授 長島信弘(一 橋大学社会学部)

第4研 究部

 助教授 牛島 巌(筑 波大学歴史 ・人類学

          系)

第5研 究部

 教 授 木村重信(大 阪大学文学部)

 教 授 長尾 真(京 都大学工学部)

 助教授 杉田繁治(京 都大学工学部)

 展示企画委員会専門委員の異動

1.新 任

 昭和51年

  5月1日 栗田靖之 大阪女子大学助教

         授(学 芸学部)

       杉田繁治 京都大学助教授

         (工学部)

  6月1日 岡田 晋 映像評論家

       後藤和彦 NHK総 合放送文

         化研究所主任研究員

  6月16日 国井利泰 東京大学助教授

         (理学部)

2.再 任

 昭和51年

  5月1日 及川昭文 筑波大学講師

         (電子 ・情報工学系)

       長尾 真 京都大学教授

         (工学部)

       山本毅雄 東京大学助教授

         (大型計算機センター)

  6月1日 粟津 潔 グラフィックデザ

         イナー

 館内各種委員会の増設

6月30日付で下記の委員会が増設された。

研究企画委員会(0印 は委員長を示す)

○祖父江孝男,竹 村卓二,佐 々木高明,杉 本

 尚次,伊 藤幹治

 館内合同研究会(旧 共同研究会)

  5月11日 国立民族学博物館研究報告1

       巻1号 合評会

       「ミへの儀礼」

         黒田悦子

         (コメント:関本照夫)

       「ルカイ族の焼畑農業」

         佐々木高明,深 野康久

         (コメント:端 信行)

       「シロフミ田下駄の諸系列」

         中村俊亀智

         (コメント:杉本尚次)

  5月25日 「ジャワ農村の儀礼的食物交

       換の形態分析」 関本照夫

       「パイワン族の家族」

               松澤員子

  6月1日 「ドゥル族の季節観と農作業

       暦」      端 信行

       「アイヌのキテ(回 転式離頭

       鈷)の 諸系列」 大塚和義

                  667



6月15日 「物質文化研究の方法」

            中村俊亀智

     「物質文化研究の視点」

            大給近達

 国立民族学博物館研究報告  1巻3号

6月22日 「山村の生産 と焼畑」

           佐 々木高 明

     「磯 ねぎ(漁 業)調 査をめ ぐ

     って」     須藤健一

 海外におけ る研究 ・調査 ・収集活動

 氏 名   所属 ・官職     出 発   帰・国       行   先

和 田 祐一(第3研 究部教授)  51.6.7 51.7。18  フランス,オ ランダ,ド イツ連邦

                           共和国,オ ース トリア,ス ペイン

江 ロー久(第3研 究部助教授)  51.6.12 51.12.30 フランス,カ メルー ン,ナ イジェ

                           リア,ケ ニア

来館者記録抄

昭和51年

 5月6日 松井  健 京都大学助手

 5月14日 加藤 秀俊 学習院大学教授

 5月19日 国井 利泰 東京大学助教授

 Johshi Pulasi DlwAsA ネパール王立学士
           院会員

 5月25日 森下 精一 森下美術館長

 5月26日 小谷 凱宣 熊本大学助教授

 6月8日 小林高四郎 神奈川県立外語短
            期大学教授

6月15日 川田 順造 東京外国語大学助
          教授

6月17日 Liparit S. KluzADJAN

           ソ連科学アカデミ
           ー情報科学研究所

           副所長

     山田寿太郎 大阪市立大学助教
           授

6月18日 原 忠彦 東京外国語大学助
           教授

6月22日 荻野 和彦 京都大学講師
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            国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 寄 稿 要 項

1.国 立 民族学 博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究 ノー ト,調

 査研究活動報告等 を掲載 ・発表する ことによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展 に寄与する もの

 である。

2.国 立民族学博物館 研究報告 に寄稿する ことがで きる者 は,次 のとお りとする。

 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」 とい う。)の教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組 織,

  運営に関与す る者

 (2>本 館が受 け入れた各種研究 員及び研究協力者

 (3)そ の他本館 において適当 と認めた者

3.原 稿を寄稿する場合 は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等 のうち,い ずれであ

 るかをその表紙 に明記 するものとする。なお,こ の区分についての最終 的な調整 は,国 立民族

 学 博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」 とい う。)に おいて行 う。(編集す る場合は,

 原則 として論文を1段 組,そ の他 のものを2段 組 として取 り扱 う。)

4.原 稿執筆 における使用言語 は,日 本語,英 語,フ ラ ンス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中 国語

 及び ドイッ語のうちいずれを用いて も差 し支えない。ただし,そ の他 の言語を用いる場合 は,

 編集委員会 に相談する ものとす る。

5.特 殊な文字,記 号,印 刷方法等が必 要な場合 は,編 集委員会 に相談す るものとする。

6.寄 稿す る原稿が論文 で,日 本語を使用する場合 は,原 則 として英文 によ り500語 程度の要 旨

 を付けるものとし,そ の他 の言語による論文 の場合は,編 集委員会 に相談 するものとする。な

 お,寄 稿す る原稿について は,執 筆者名 のローマ字表記 及び原稿表題の英文を付記 しな ければ

 な らない。

7.寄 稿す る原 稿の枚数 は,原 則 と して制限 しない。ただ し・編 集する場合 は編集季員会 の判断

 によ り,紙 数等の関係か ら分割 して掲載する ことが ある。

8.寄 稿する原稿 は,必 ず清書(欧 文 の場合はタイプ)し ・原稿の写 し1部 を添付す るものとす

 る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理 する。

9.寄 稿 され た原稿 は,編 集委員会 において審 査の うえ,採 否を決定する。な お,原 稿は,採 否

 にかかわ らず原則 として返却 しない。

10.稿 料 の支払い,掲 載料の徴収は行 わない。

11.原 稿 の執筆 に当 っては,別 に定める 「国立民族学博物館研究報 告執筆要領」 によ る。

12.原 稿 の寄稿先及び連絡先 は,次 の とお りとす る。

    〒565大 阪府 吹田市 山田小川23の17(日 本万国博覧会記念公園)

       国立民族学博物館 内

       国立民族学 博物館研究報告編集委員会(電 話 代 表06-877-5341)
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿 は,200字 詰原 稿 用 紙 を 使 用 し,横 書 き とす る。

2.原 稿 は,図,表 を 除 き,原 則 と して 黒 イ ン クを使 用 す る 。

3. 日本 語 を使 用 して 執 筆 す る場 合 は,原 則 と して 当用 漢 字,現 代 か なつ か いを 用 い る 。

4.旬 読 点,括 弧,各 種記 号等 は,原 則 と して原 稿 用 紙 の マ ス 目1字 分 の扱 いを す る。

5.原 稿 中 の年 号,月 日及 び そ の他 の数 字 は,原 則 と して ア ラ ビア数 字 を用 い る。 な お,年 号 は,

 原 則 と して西 暦 とす る。

6.図 及 び表 は,一 図,一 表 ご とに 別 紙 に書 き,本 文 とは 別 に一 括 して 添 付 す る もの とす る。 な

 お,図,表 ご と に通 し番 号(「 図1」,「 表1」 等 の要 領 に よ り記 入),図,表 名 及 び 説 明並 び に

 出典 等 を記 し,本 文 原 稿 の欄 外 に は,そ れ ぞ れ の そ う入 箇 所 を 指 定 す る も の とす る。

7.写 真 は,写 りの明 瞭 な もの で,手 札 判 以上 の大 き さに 焼 き付 け た もの に 限 り,図 及 び 表 の 扱

 い に準 じて通 し番 号,説 明 を付 け た うえ,そ う入 箇 所 を 指 定 す る もの とす る。 た だ し,カ ラ ー

 写 真 は,原 則 と して 受 け付 けな い 。

8.本 文 又 は脚 注 に お いて 文 献 を 指示 す る場 合 は,カ ギ括 弧 を付 け,著 者名,文 献 刊 行 年 次,引

 用 ペ ー ジ数 の順 に下 記 の例 に従 って記 載 す る。

  [杉口田, 1942:pp。67-69]

  [LEAcH,1961:p.123]

 た だ し,同 年 次刊 行 物 の場 合 は,ア ル フ ァベ ッ ト順 に よ り,下 記 の よ うに記 載 す る もの とす る 。

  [柳 田,1942a:pp.20-22][柳 田,1942b:p。10]

9.脚 注 は,一 つ 一 つ 別 紙 に記 し,通 し番 号 を付 け る 。 な お,本 文 中 に脚 注 を そ う入 す る箇 所 に

 は,脚 注 の 当該 番号 を記 入 し,別 紙 の脚 注 に は,本 文 の ペ ー ジ数 を 明 記 す る もの とす る。

10.本 文 及 び脚 注 に おい て 参 照 した文 献 は,す べ て原 稿 の末 尾 に ま とめ て下 記 の方 法 に よ り記 入

 す る 。

 (1)文 献 の 配 列 は,著 者 名 の アル フ ァベ ッ ト順 とす る こ と。

 ② 文 献 の 記 載 は,著 者 名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版 社 名 の順 とす る こと 。

  欧 文 の 論 題 は 引用 符 でか こみ,雑 誌 名 及 び単 行 人 名 は,イ タ リック体 にす るた め,原 稿 に は

  下 線 を 引 く こ と。 ま た,ロ ー マ字 入 名 は,ス モ ール ・キ ャ ピ タル とす る た め,二 重 下 線 を 引

  き,日 本 文 の場 合 は,論 題 に カギ 括 弧,雑 誌 名 及 び単 行 本 名 に二 重 の カギ 括 弧 を付 け る こ と。

  雑 誌 の巻 数 及 び号 数 は,原 則 と して ア ラ ビ ア数 字 を用 い る こと。

  (例)

   論 文 の場 合

     Bohannan, P・,1973,``Rethinking Culture:AProject for Current Anthropologist,,,

         Current Anthropology, VoL 14-4, The University of Chicago Press.

     石 田英 一 郎,1948,「 文 化史 的 民 族 学 成 立 の基 本 問題 」r民 族 学 研 究 』13巻4号 岡 書

          店 。

   単行 本 の場 合

     Berlin, B.&P. Kay,1969, Basic Color Terms:Their Universality and Evolution,

          University of California Press.

     柳 田 国男,1942,「 日本 の祭 』弘 文 堂 書 房 。
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